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第３回大野市水循環推進協議会（書面開催）の結果について

１ 協議会実施状況

(1) 案件名 大野市水循環基本計画（最終案）について

(2) 実施期間 令和７年１２月１８日（木）から令和８年１月５日（月）まで

(3) 意見提出状況 提出意見：２件、提出者：２人、提出方法：電子メール１件／電子申請１件

２ 委員及びオブザーバーの意見の概要とその意見に対する市の考え方

番号 意見の概要 回答（市の考え方）
計画

修正

１

計画（改訂）案と今後の取組について

パブリックコメントにおいても大野市の地下水に

対する愛情、大切さにより、いかに保全対策、アピ

ールをしていくべきかの意見が寄せられています。

このことについては、今回の「大野市水循環基本

計画」(改訂)において中間評価結果をもとに課題の

整理がなされ、更なる水循環の健全化に向けての取

組が記述整理されていると思います。

アピール方法としては、たとえば講演会等の行事

(9 月 14 日講演会(～大野市の水循環都市への挑戦))

なども、水を大切に考える大野市の本基本計画に基

づく様々な取組の一貫であることの周知により理解

醸成が図られ、計画自体の周知もなされていくもの

と思います。

計画最終案に対するご意見をいただきあり

がとうございます。

ご指摘のとおり、市民の思いに応え市民と協

働しながら計画を推進していくうえで、効果的

な情報発信は重要であると認識しています。

ご提案のあった講演会等事業のアーカイブ

化は、有効な情報発信手法の一つであり、先般

の講演会についても公式ホームページにおい

て報告書等の公開を進めてまいります。

計画関連箇所：P50 2-2(2)水文化の継承・

情報発信

なし
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番号 意見の概要 回答（市の考え方）
計画

修正

２

湧水地の箇所数の変遷について（パブコメ意見に対

する質問）

パブリックコメント No.2 の方が「「名水百選」や

「水の郷百選」にも選ばれ「御清水」「本願清水」な

どの湧水地が点在し、市街地だけでも約４０か所あ

まりの湧水池があったが、もう１０分の１もない。」

とあるのが気になりました。これは本当でしょう

か？

本計画では、過去の湧水地数の把握と整理を

行うとともに、現存する湧水地の保存に努める

こととしています。

現在、大野市が湧水地として把握している

清水の一覧については、「大野市文化財保存活
しょうず

用地域計画（令和４年７月文化庁認定）」に掲

載しており、２３カ所の清水及び清水跡が現存
しょうず しょうずあと

するとしています。（別添：参考資料）

一方で、２０００年に「大野の水を考える会

（当時）野田佳江氏ほか」により出版された「よ
よ し え

みがえれ生命の水」では、家庭や事業所を含め

た大野盆地における湧水調査の結果、昭和３０

年代にあった４０か所の湧水が、昭和６０年代

になると年間を通して湧くのは４か所に激減

したと記されています。

季節変動による１年を通じた自噴の有無な

ど状況の違いはありますが、現在も地域で親し

まれている清水については、今後も後世へ継承
しょうず

していきます。

計画関連箇所：P50 2-2、(2)水文化の継承・

情報発信

なし






